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◎
平
成
23
年
度
美
郷
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

�
老
朽
化
に
伴
う
江
津
邑
智
消

防
組
合
大
和
出
張
所
移
転
に

係
る
負
担
金
の
補
正

�
町
道
改
良
整
備
に
係
る
補
正

等
◎
平
成
23
年
度
美
郷
町
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

�
共
済
費
負
担
率
の
改
正
に
伴

う
補
正

◎
平
成
23
年
度
美
郷
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

�
簗
瀬
、
都
賀
本
郷
、
都
賀
行
、

各
処
理
場
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
劣
化
調
査
と
ポ
ン
プ
等
の

機
能
強
化
に
つ
い
て
調
査
事

業
費
の
補
正

◎
平
成
23
年
度
美
郷
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

�
職
員
の
異
動
に
伴
う
人
件
費

組
み
替
え
に
よ
る
補
正

◎
平
成
23
年
度
美
郷
町
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

�
共
済
組
合
負
担
金
掛
金
の
改

定
に
伴
う
補
正

◎
平
成
23
年
度
美
郷
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

�
共
済
組
合
負
担
金
負
担
率
改

正
に
伴
う
人
件
費
の
補
正

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
美
郷
町
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
）

�
東
日
本
大
震
災
の
被
害
が
甚

大
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
緊

急
の
対
応
と
し
て
雑
損
控
除

及
び
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
特

例
に
関
し
、
地
方
税
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
準
拠
し
た
改

正
◎
美
郷
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

�
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
は

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
27
年

度
ま
で
の
計
画
で
あ
る
が
、

今
回
そ
の
一
部
を
変
更
す
る

も
の

◎
平
成
22
年
度
美
郷
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て

�
き
め
細
か
な
交
付
金
事
業
、

町
道
久
保
線
災
害
防
除
事
業
、

町
道
都
賀
行
宮
内
線
改
良
事

業
、
町
道
笹
目
線
改
良
事
業
、

防
災
公
園
整
備
事
業
等
、
平

成
22
年
度
で
予
算
化
し
た
事

業
を
翌
年
度
へ
繰
越
し
た
も

の
の
報
告

◎
平
成
22
年
度
美
郷
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費

に
つ
い
て

�
下
水
道
の
警
報
装
置
の
購
入

を
予
定
し
て
い
た
が
、
震
災

の
影
響
に
よ
り
困
難
に
な
っ

た
た
め
翌
年
度
へ
繰
越
し
た

こ
と
の
報
告
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提
案
さ
れ
た
議
案

議長 
景山良材  

2

平
成
23
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
13
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
６
月
17
日
ま
で
の
５
日
間
と
決
め
、
予
算
案
６
件
、

一
般
事
件
案
２
件
、
報
告
事
件
案
２
件
、
議
員
発
議
１
件
の
計
11
件
が
提
案
さ
れ
慎
重
審
議
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
６
月
16
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
４
名
の
議
員
が
質
問
台
に
立
ち
ま
し
た
。 

提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、17
日
に
全
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

予
算
案

一
般
事
件
案

報
告
事
件
案

建て替え計画の大和出張所
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【
美
議
陳
第
３
号
の
審
査
結
果

に
つ
い
て
の
意
見
】

潮
・
曲
利
連
合
自
治
会
か
ら

提
出
さ
れ
た
美
議
陳
第
３
号

「
若
者
定
住
住
宅
団
地
建
設
に

関
す
る
陳
情
」
に
つ
い
て
は
、

建
設
場
所
に
つ
い
て
再
考
さ
れ

た
い
。

【
美
議
陳
第
４
号
の
審
査
結
果

に
つ
い
て
の
意
見
】

大
和
地
区
の
医
療
を
考
え
る

会
か
ら
、
大
和
地
区
に
お
け
る

調
剤
薬
局
設
置
に
つ
い
て
の
要

望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会
と
し

て
は
、
こ
の
要
望
内
容
に
つ
い

て
審
査
・
協
議
・
検
討
を
行

い
、
地
域
医
療
体
制
の
更
な
る

充
実
と
い
う
観
点
か
ら
、
次
の

条
件
を
付
し
、
採
択
す
る
こ
と

に
結
論
付
け
た
。

１
　
要
望
書
の
要
望
事
項
の

１
、
診
療
所
隣
接
に
よ
る
調

剤
薬
局
の
設
置
、
２
、
調
剤

後
、
自
宅
ま
で
の
配
達
体
制

の
構
築
、
３
、
処
方
箋
の
Ｆ

Ａ
Ｘ
受
信
に
よ
る
調
剤
、
に

つ
い
て
は
、
調
剤
薬
局
設
置

事
業
者
の
責
任
に
お
い
て
実

現
す
る
こ
と
。

２
　
調
剤
薬
局
設
置
事
業
者

は
、
住
民
福
祉
の
観
点
に
立

ち
、
住
民
の
医
療
費
負
担
増

を
招
か
な
い
よ
う
最
大
限
の

努
力
を
行
う
こ
と
。

３
　
調
剤
薬
局
設
置
事
業
者

は
、
適
切
で
安
定
感
の
あ
る

経
営
を
行
う
と
と
も
に
地
域

医
療
の
向
上
に
努
め
る
こ

と
。

４
　
調
剤
薬
局
設
置
事
業
者

は
、
大
和
診
療
所
と
綿
密
な

連
携
を
図
る
こ
と
。

（
※
美
議
陳
第
５
号
は
浜
原

連
合
自
治
会
か
ら
提
出
さ
れ

た
陳
情
）

美
郷
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
の
提

出
に
つ
い
て
議
員
発
議
が
な
さ

れ
可
決
し
た
。

（
要
旨
）

現
在
三
つ
あ
る
常
任
委
員
会

（
総
務
常
任
委
員
会
、
教
育
民

生
常
任
委
員
会
、
産
業
建
設
常

任
委
員
会
）
を
「
総
務
常
任
委

員
会
」、「
経
済
常
任
委
員
会
」

の
二
つ
に
し
、
そ
の
構
成
を
改

め
る
も
の
。（
新
旧
対
照
表
を

参
照
）
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美郷町議会委員会条例
平成16年条例第187号

（常任委員会の名称、委員定数及び
その所管）

第２条　常任委員会の名称、委員の定数
及び所管は、次のとおりとする。

� 総務常任委員会　４人　総務課、
企画課、財務課、大和事務所及び出
納室の所管に関する事務

� 教育、民生常任委員会　４人　住
民福祉課（環境整備室を除く）、健
康推進課及び教育委員会の所管に関
する事務

� 産業、建設常任委員会　４人　産
業振興課、建設課及び住民福祉課環
境整備室の所管に関する事務

美郷町議会委員会条例
平成16年条例第187号

（常任委員会の名称、委員定数及び
その所管）

第２条　常任委員会の名称、委員の定数
及び所管は、次のとおりとする。

� 総務常任委員会　６人　総務課、
住民福祉課、健康推進課、大和事務
所及び教育委員会の所管に関する事
務並びに他の常任委員会の所管に属
さない事務

� 経済常任委員会　６人　企画課、
財務課、産業振興課、建設課、出納
室及び農業委員会の所管に関する事
務

定数及び所管
を改める。

名称、定数及
び所管を改め
る。

号を削る。

美郷町議会委員会条例　新旧対照表

現 行 改 正 摘 要

議
員
発
議

陳 情 の 要 旨 審査結果 付託常任委員会

総務常任委員会採択若者定住住宅団地建設に関する陳情 （美議陳第３号）

教育民生常任委員会採択大和地区における調剤薬局設置についての陳情 （美議陳第４号）

総務常任委員会採択若者定住住宅建設に関する陳情 （美議陳第５号）

陳情

議会だよりみさとNo.027  11.7.14  11:38 AM  ページ3



美
郷
町
の
高
齢
者
数

は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

高
齢
化
率
は
41
・
８
％
で
あ
る

が
、
団
塊
の
世
代
が
町
の
人
口

の
約
１
割
を
占
め
て
お
り
、
５

年
以
内
に
は
50
％
を
超
え
て
し

ま
う
の
は
必
至
で
、
超
高
齢
化

の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
高

齢
者
対
策
は
町
の
一
番
重
要
な

施
策
に
な
っ
て
く
る
。

今
、
介
護
保
険
制
度
に
よ
り
、

生
活
す
る
た
め
に
介
護
や
支
援

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
の
訪
問
に
よ
る
訪

問
介
護
。
食
事
や
入
浴
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
施
設
へ
通
所
し
て
行

う
通
所
介
護
。
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
老
人
保
健
施
設
な
ど

へ
の
短
期
入
所
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
る
。

入
所
し
て
介
護
を
受
け
る
と
、

高
く
つ
く
訳
で
あ
り
、
そ
う
な

ら
な
い
た
め
に
可
能
な
限
り
通

所
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
重
視
し
、

利
用
し
や
す
く
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
る
事
業
者
は
、
送
迎
に
車
を

利
用
し
て
い
る
が
、
町
内
で
は

通
所
す
る
た
め
の
車
が
庭
先
ま

で
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
家
が

あ
る
。

車
に
乗
れ
る
場
所
ま
で
行
く

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
外
出
支
援
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
と
、
行
き

帰
り
に
30
分
ず
つ
、
合
計
１
時

間
と
な
り
介
護
保
険
の
適
用
に

な
る
も
の
の
、
本
人
負
担
も
あ

る
。
こ
れ
を
事
業
者
の
負
担
と

す
る
こ
と
も
問
題
が
あ
り
、
庭

先
ま
で
車
が
入
れ
る
よ
う
な
道

路
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
公
的

サ
ー
ビ
ス
が
公
平
に
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が

行
政
で
は
な
い
か
。

冬
季
に
は
庭
先
ま
で
除
雪
が

で
き
な
い
た
め
、
通
所
を
断
念

さ
れ
た
方
も
あ
る
よ
う
に
聞
い

て
い
る
。
要
支
援
の
方
が
冬
季

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
休
む
と
、

要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
と
も

限
ら
な
い
。

各
連
合
自
治
会
で
高
齢
者
家

庭
へ
の
除
雪
の
た
め
に
、
除
雪

機
の
申
請
が
増
え
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
連
合
自
治
会
に

１
台
程
度
で
は
機
動
性
は
な
い
。

高
齢
者
対
策
と
し
て
各
自
治

会
に
１
台
ず
つ
整
備
を
す
る
よ

う
な
取
り
組
み
も
必
要
で
は
な

い
か
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し

た
介
護
予
防
の
観
点
か
ら
も
、

安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
体
制
整
備
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
訴
え
次
の
点
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

①
　
庭
先
ま
で
車
の
い
け
な
い

家
庭
は
、
町
内
で
何
軒
く
ら
い

あ
る
の
か
。

②
　
車
で
通
所
が
困
難
な
た
め
、

通
所
介
護
を
入
所
介
護
に
措
置

し
た
よ
う
な
事
例
は
あ
る
の
か
。

③
　
美
郷
町
の
生
活
道
路
整
備

実
施
要
綱
は
工
事
費
の
限
度
額

が
１
０
０
万
円
で
、
今
残
っ
て

い
る
家
は
高
額
に
な
る
と
思
う
。

道
路
整
備
の
実
施
要
綱
の
見
直

し
は
。

④
　
除
雪
機
は
連
合
自
治
会
に

１
基
程
度
で
は
機
動
性
は
な
い
。

年
間
10
台
位
整
備
で
き
な
い
か
。

⑤
　
要
支
援
１
、
２
の
方
が
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
冬
期
間
、
２

カ
月
休
ん
で
し
ま
う
と
要
介
護

に
な
る
よ
う
な
状
況
が
お
こ
り

得
る
か
。

沖
野
町
長①

　
町
内
３
カ
所
の
施

設
で
現
在
、
２
７
０
名

が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
所
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
宅
地
ま
で
普

通
車
が
入
れ
な
い
家
庭
は
９
軒

で
あ
る
。

実
態
は
入
口
の
橋
が
狭
く
軽

自
動
車
で
の
送
迎
が
１
軒
と
、

公
道
か
ら
自
宅
ま
で
の
高
低
差

の
大
き
な
箇
所
で
徒
歩
あ
る
い

は
車
い
す
に
よ
る
も
の
が
８
軒

と
な
っ
て
い
る
。
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4人登壇 

町長 
沖野 健 

高
齢
者
対
策
と
し
て
、宅
地
ま
で
 

の
道
路
整
備
と
除
雪
対
策
を
 

前
向
き
に
取
り
組
む
 

山本幹雄 議員
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町
独
自
の
支
援
事
業
と
し
て
、

美
郷
町
生
活
道
路
整
備
実
施
要

綱
に
よ
る
生
活
道
路
改
良
事
業

と
生
活
道
路
舗
装
事
業
で
、
整

備
を
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
が
、
工
事
費
が
か
さ
む
箇
所

も
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
地

元
民
生
委
員
と
地
元
自
治
会
長

の
協
力
を
得
て
、
現
地
の
詳
細

な
調
査
を
し
協
議
す
る
。

除
雪
は
、
19
業
者
で
２
０
０

路
線
の
除
雪
を
し
て
い
る
が
、

生
活
道
路
と
し
て
の
機
能
を
保

持
す
る
た
め
、
公
道
の
除
雪
を

優
先
し
、
私
道
等
へ
の
除
雪
に

は
手
が
回
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。

送
迎
で
の
通
所
が
困
難
に

な
っ
た
た
め
、
施
設
介
護
に
し

た
事
例
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

積
雪
等
の
理
由
で
在
宅
サ
ー
ビ

ス
か
ら
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
切
り

替
え
る
と
い
っ
た
事
例
は
な
い
。

訪
問
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
介
護

の
在
宅
生
活
を
直
接
支
援
す
る

も
の
で
あ
り
、
積
雪
な
ど
の
外

的
要
因
が
あ
っ
て
も
自
宅
で

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
責
務
が
あ
り
、
事
業

者
の
努
力
に
よ
っ
て
適
切
に
運

用
を
さ
れ
て
い
る
。

通
所
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
介
護

者
の
体
調
に
配
慮
し
、
計
画
変

更
は
恒
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

②
　
冬
季
の
対
応
は
、
施
設
か

ら
玄
関
ま
で
事
業
者
の
責
任
に

お
い
て
行
う
義
務
が
課
せ
ら
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
不
利

益
に
な
ら
な
い
よ
う
事
業

者
に
お
い
て
懸
命
な
努
力

が
な
さ
れ
て
い
る
。

送
迎
に
危
険
を
伴
う
お

そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
事

業
を
中
止
し
利
用
日
を
変

更
す
る
な
ど
の
措
置
を
行

う
。現

在
、
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
事
業
の
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
施
設
は
、
訪
問
、
通

所
、
宿
泊
の
機
能
を
備
え

て
お
り
、
こ
う
し
た
状
況

に
も
対
応
し
う
る
施
設
と

し
て
期
待
を
し
て
い
る
。

美
郷
町
連
合
自
治
会
除
雪
機

購
入
費
助
成
事
業
は
、
冬
季
の

高
齢
者
生
活
支
援
を
目
的
に
導

入
を
し
た
も
の
で
、
平
成
22
年

度
は
３
地
域
が
実
施
し
、
今
年

度
は
２
地
域
で
導
入
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
域
課
題
を
解
決

し
て
い
く
と
い
う
機
運
が
生
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
敬
意
を

表
す
る
。

③
　
大
き
な
課
題
で
あ
り
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

当
面
は
こ
の
事
業
で
行
っ
て
い

き
た
い
。

④
　
財
政
的
な
面
も
あ
り
、
３

台
で
あ
る
が
行
政
と
し
て
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

増
田
健
康
推
進
課
長

⑤
　
要
支
援
状
態
で
は
、
な
ん

ら
か
の
変
わ
る
支
援
を
し
て
い

か
な
い
と
状
況
が
悪
化
す
る
場

合
も
あ
る
。
一
番
問
題
な
の
が
、

食
の
自
立
を
し
て
い
な
い
人
で
、

極
端
に
状
況
が
変
わ
る
。

対
策
と
し
て
は
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
し
な
が
ら
本
人
を
観
察
し
、

そ
れ
で
状
況
が
悪
化
し
て
い
れ

ば
情
報
が
入
る
の
で
対
応
で
き

る
。
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
方
は
80
人
で
７
０
０
０

食
ぐ
ら
い
を
支
援
事
業
と
し
て

や
っ
て
い
る
。

防
災
公
園
計
画
は
 

防
災
セ
ン
タ
ー
を
含
む
公
園
施
設
が
必
要
 

黒川民次郎 議員

美
郷
町
で
は
旧
邑
智

中
学
校
跡
地
に
防
災
公

園
の
計
画
を
さ
れ
て
い
る
。
大

震
災
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
を
想

定
し
、
ま
た
仮
設
住
宅
や
多
目

的
広
場
な
ど
の
役
場
が
被
害
時

に
防
災
セ
ン
タ
ー
機
能
と
し
て
、

平
成
25
年
３
月
末
の
完
成
と
し

て
い
る
。

町
内
で
は
、
連
合
自
治
会
、

各
小
学
校
、
中
学
校
な
ど
、
毎

年
防
災
訓
練
を
し
て
い
る
。
自

然
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
を
守

る
た
め
に
は
危
険
を
感
知
し
、

直
ち
に
安
全
な
場
所
に
避
難
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

そ
こ
で
、
防
災
公
園
を
ど
の

よ
う
な
公
園
に
す
る
の
か
伺
う
。

沖
野
町
長

防
災
公
園
の
整
備
は

平
成
22
年
度
に
校
舎
等

の
解
体
と
進
入
道
路
工
事
、

本
年
度
は
進
入
路
と
公
園

整
備
、
平
成
24
年
度
末
に

す
べ
て
を
完
成
す
る
予
定

に
な
っ
て
い
る
。

昨
年
度
、
施
設
が
完
成

し
、
既
に
運
用
し
て
い
る

行
政
情
報
を
管
理
保
管
す

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー

バ
ー
群
を
備
え
る
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
や
、
庁
舎
の
機

能
が
失
わ
れ
た
際
の
災
害

対
策
本
部
機
能
を
果
た
す

た
め
の
防
災
セ
ン
タ
ー
、

町
内
の
被
災
者
へ
の
食
糧

や
物
資
等
の
供
給
拠
点
と

し
て
の
備
蓄
庫
、
緊
急
用
の
ヘ

リ
ポ
ー
ト
を
備
え
て
い
る
。

地
震
災
害
に
な
る
と
、
昭
和

56
年
の
耐
震
基
準
を
満
た
さ
な

い
家
屋
が
多
く
、
倒
壊
ま
た
火

災
に
よ
り
多
く
の
方
々
が
住
家

を
失
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
一

時
避
難
地
と
し
て
利
用
す
る
と

と
も
に
、
仮
設
住
宅
用
地
と
し

て
利
用
す
る
広
場
を
確
保
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

住
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
を
図
る
目
的
で
、
平
成

19
年
度
か
ら
町
内
各
地
で
防
災

訓
練
を
実
施
し
、
本
年
度
実
施

自
治
会
を
加
え
１
０
５
の
単
位

自
治
会
の
内
、
60
自
治
会
が
す

で
に
訓
練
を
終
え
、
参
加
者
数

高齢者宅の除雪

工事中の防災公園
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①
　
町
道
の
草
刈
り
は
。

町
道
の
草
刈
り
の
時

期
が
や
っ
て
き
て
、
各
自
治
会

に
お
い
て
作
業
が
始
ま
り
つ
つ

町
有
地
等
の
管
理
は
 

対
応
策
を
検
討
し
た
い
 

西嶋二郎 議員

国
民
健
康
保
険
証
を
 

 

一
人
一
枚
カ
ー
ド
型
で
 

シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
合
わ
せ
検
討
す
る
 

佐竹一夫 議員

国
民
健
康
保
険
証
は

現
在
１
世
帯
１
枚
交
付

さ
れ
て
い
る
が
、
旅
行
の
時
や

家
族
が
別
々
の
病
院
に
行
く
場

合
な
ど
、
一
人
１
枚
カ
ー
ド
型

で
交
付
さ
れ
て
い
る
と
便
利
で

持
ち
運
び
も
楽
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
お

願
い
し
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、

現
在
ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

全
国
的
に
も
だ
ん
だ
ん
増
え

て
い
る
よ
う
で
あ
る
の
で
、
検

討
し
て
は
い
か
が
か
。

も
延
べ
２
３
１
２
名
を
数
え
て

い
る
。
昨
年
は
各
連
合
自
治
会

に
自
主
防
災
組
織
結
成
の
依
頼

を
行
い
、
そ
し
て
規
約
等
に
防

災
に
関
す
る
事
項
を
掲
示
し
、

自
主
防
災
組
織
と
し
て
の
活
動

を
始
め
た
。

組
織
づ
く
り
の
進
ん
だ
自
治

会
で
は
、
既
に
独
自
の
防
災
計

画
を
作
成
し
、
避
難
訓
練
も
自

主
的
に
実
施
さ
れ
た
。

中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

と
公
民
館
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
り
を

行
っ
た
自
治
会
や
取
り
組
も
う

と
し
て
い
る
自
治
会
の
動
き
も

あ
る
。

美
郷
町
地
域
防
災
計
画
の
中

で
も
完
成
後
は
、
防
災
公
園
及

び
防
災
セ
ン
タ
ー
を
、
広
域
応

援
体
制
、
輸
送
体
制
、
被
災
時

に
必
要
な
物
資
の
供
給
拠
点
と

し
て
位
置
づ
け
る
計
画
で
あ
る
。

防
災
公
園
の
機
能
と
自
治
会

に
よ
る
自
主
防
災
組
織
活
動
が

一
体
と
な
っ
て
、
防
災
に
対
す

る
活
動
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

く
に
は
、
被
災
住
民
と
の
連
絡

調
整
管
理
機
能
な
ど
こ
れ
ら
の

役
割
を
総
合
的
に
担
う
防
災
セ

ン
タ
ー
を
含
む
公
園
施
設
が
必

要
不
可
欠
な
施
設
と
な
る
と
考

え
て
い
る
。

あ
る
。

自
治
会
に
よ
っ
て
は
高
齢
化

の
た
め
に
相
当
無
理
を
さ
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
ま
た
、

不
可
能
な
状
況
が
あ
る
よ
う
に

も
聞
い
て
い
る
。

現
在
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
把
握
し
、
今
後
の
対
応
は
ど

う
か
。

②
　
町
営
住
宅
等
へ
の
進
入
路

の
整
備
を
。

町
営
住
宅
に
は
、
進
入
路
と

敷
地
内
の
道
路
を
含
め
舗
装
の

し
て
な
い
場
所
が
あ
る
。

道
路
の
舗
装
は
最
低
限
の
条

件
と
考
え
る
。
高
齢
化
等
に
よ

り
歩
行
困
難
、
ま
た
は
除
雪
等

に
お
い
て
大
変
支
障
に
な

る
。
再
度
見
直
し
を
し
改

善
を
望
む
。

沖
野
町
長

現
在
、
町
が
管

理
す
る
道
路
は
、

３
７
３
路
線
の
町
道
と
１

５
２
路
線
の
農
道
、
48
路

線
の
林
道
を
管
理
し
て
い

る
。す

べ
て
の
路
線
に
対
す

る
維
持
管
理
や
環
境
美
化

は
、
手
の
届
か
な
い
路
線

等
も
あ
る
が
、
順
次
管
理

を
し
て
い
く
。

平
成
21
年
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
緊
急
雇
用
対
策

の
環
境
美
化
の
草
刈
り
は
、
毎

年
５
名
の
募
集
を
行
い
実
施
し

て
き
た
が
、
平
成
23
年
度
を

も
っ
て
現
状
の
制
度
は
終
了
す

る
。
対
応
策
を
検
討
し
た
い
。

①
　
町
道
の
環
境
美
化
の
草
刈

り
は
、
各
自
治
会
や
集
落
単
位
、

あ
る
い
は
連
合
自
治
会
等
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
協
働
的

維
持
管
理
に
感
謝
し
て
い
る
。

基
本
的
に
自
治
会
内
あ
る
い

は
集
落
内
の
環
境
美
化
は
、
他

の
制
度
等
（
直
接
支
払
制
度
や

農
地
・
水
・
環
境
保
全
）
も
利

用
し
、
継
続
的
な
取
り
組
み
を

お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
集
落
間
の
道
路
に
つ

い
て
は
、
現
状
１
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
１
万
円
の
制
度
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
、
地
域
で
手
の
回
ら

な
い
道
路
に
つ
い
て
は
、
何
ら

か
の
対
策
を
検
討
し
た
い
。

②
　
現
在
、
本
町
で
管
理
し
て

い
る
町
営
住
宅
の
数
は
42
団
地

２
４
２
戸
あ
る
。

そ
の
内
、
団
地
へ
の
進
入
路

の
舗
装
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

の
団
地
で
整
備
し
て
い
る
が
、

駐
車
場
あ
る
い
は
玄
関
ま
で
の

ア
プ
ロ
ー
チ
部
分
の
舗
装
が
未

整
備
な
住
宅
が
10
団
地
あ
る
。

安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
が
、

す
べ
て
の
町
営
住
宅
の
敷
地
の

舗
装
に
な
る
と
、
面
積
的
に
も

か
な
り
広
い
も
の
に
な
る
の
で
、

現
在
の
と
こ
ろ
要
望
が
あ
っ
て

も
お
断
り
を
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
今
後
、
国
等
か
ら

の
財
政
的
な
支
援
等
が
確
保
さ

れ
た
場
合
は
検
討
し
た
い
。

町営住宅敷地内
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沖
野
町
長

現
在
、
世
帯
単
位
で

１
枚
を
交
付
し
て
い
る

国
民
健
康
保
険
証
に
つ
い
て
は
、

利
便
性
の
面
で
課
題
が
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
、
こ
れ
を
カ
ー
ド

化
し
た
場
合
の
有
効
性
は
、
ご

指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

保
険
証
の
カ
ー
ド
化
が
可
能

と
な
っ
た
の
は
、
平
成
13
年
度

で
、
以
降
各
保
険
者
の
取
り
組

み
が
始
ま
り
カ
ー
ド
方
式
は
急

速
に
普
及
し
て
い
る
。

県
内
の
状
況
は
、
今
日
ま
で

に
12
の
市
町
村
で
カ
ー
ド
化
が

導
入
さ
れ
、
来
年
度
に
は
さ
ら

に
２
市
が
導
入
を
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

美
郷
町
の
国
民
健
康
保
険
の

管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
郡
内
３
町

と
と
も
に
邑
智
郡
総
合
事
務
組

合
に
一
切
を
委
任
し
、
運
営
に

当
た
っ
て
い
る
。
当
町
に
お
い

て
も
、
時
を
同
じ
く
し
て
関
係

機
関
と
カ
ー
ド
化
の
推
進
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
て
き
た
が
、

開
発
経
費
の
問
題
、
１
年
更
新

で
あ
る
保
険
証
の
素
材
経
費
の

問
題
等
コ
ス
ト
面
で
の
合
意
形

成
が
か
な
わ
ず
、
今
日
に
至
っ

て
い
る
。
当
時
は
国
保
運
営
が

急
速
に
悪
化
し
た
時
期
で
も
あ

り
、
導
入
経
費
が
直
接
保
険
料

に
反
映
を
す
る
と
い
う
ジ
レ
ン

マ
も
あ
っ
た
。

提
案
の
カ
ー
ド
化
へ
の
検
討

で
あ
る
が
、
そ
の
利
点
は
誰
も

が
認
め
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

開
発
コ
ス
ト
の
問
題
は
あ
る
が
、

今
日
の
生
活
様
式
の
変
化

を
踏
ま
え
る
と
、
前
向
き

に
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

今
日
、
制
度
の
改
正
や

複
雑
化
な
ど
特
に
社
会
保

障
分
野
で
は
既
存
の
管
理

シ
ス
テ
ム
で
は
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景

か
ら
、
平
成
22
年
美
郷
町

議
会
第
３
回
定
例
会
の
全

員
協
議
会
に
お
い
て
、
邑

智
郡
総
合
事
務
組
合
が
構

築
を
し
て
い
る

シ
ス
テ
ム
の
全

面
更
新
に
つ
い

て
協
議
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、

こ
の
計
画
は
平

成
22
年
度
か
ら

順
次
移
行
作
業

が
進
め
ら
れ
、

平
成
25
年
10
月

に
は
全
面
移
行

さ
れ
る
。

そ
の
過
程
で

３
町
が
抱
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
解
決
す
る

こ
と
が
コ
ス
ト

面
、
実
務
面
で

も
有
益
で
あ

り
、
保
険
証
の

カ
ー
ド
化
に
つ

い
て
は
、
こ
の

機
会
を
捉
え
て

シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し

て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
保
険
者
の

合
意
形
成
が
必

要
で
あ
り
、
今

後
、
実
現
に
向

け
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
。

本会議で行った一般質問で改善や検討を求めています。 
指摘した事項に、町当局がどう取り組んでいるかを追跡調査しました。 

答... 公費助成も視野にいれて検討 答... 公費助成も視野にいれて検討 答... 公費助成も視野にいれて検討 

問... 子宮頸がん検診と 
 予防ワクチン接種について 
問... 子宮頸がん検診と 
 予防ワクチン接種について 
問... 子宮頸がん検診と 
 予防ワクチン接種について 

～子宮がん予防に大きな効果～ 

子宮頸がん予防ワクチン接種費助成事業スタート 
対　　象 

接種回数 

助 成 額 

助成方法 

事業施行 

担当窓口 

中学１年生～高校１年生の女子（平成23年度に限り高校２年生まで） 

３回 

接種費全額を助成 

指定医療機関での接種は窓口での負担なし 
（上記以外の医療機関の場合は、窓口で全額を支払い、役場窓口で助成の 
申請を行うことにより助成する） 

平成23年４月１日から 

美郷町役場健康推進課 
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東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
皆
様
方
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
、
復
興
を
願
っ

て
い
ま
す
。

梅
雨
も
終
盤
に
入
り
、
あ
ち

こ
ち
で
集
中
的
に
豪
雨
を
降
ら

せ
て
お
り
、
災
害
の
発
生
が
心

配
さ
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

近
年
で
は
地
震
も
美
郷
町
周

辺
を
震
源
に
す
る
も
の
も
あ

り
、
今
の
と
こ
ろ
断
層
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
が
、
警
戒
が
必

要
で
す
。

地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気

象
で
被
害
も
出
て
い
る
よ
う
で

す
。い

つ
の
世
も
「
自
然
の
力
に

勝
つ
す
べ
は
な
い
」
と
分
か
り

つ
つ
も
人
々
は
知
恵
と
力
で
向

き
合
い
、
そ
し
て
戦
っ
て
き
た

の
で
し
ょ
う
が
、
い
ま
は
そ
の

域
を
超
え
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

台
風
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し

た
。避

難
は
早
め
に
、
そ
し
て
台

風
に
備
え
て
の
準
備
も
早
め
に

災
害
の
な
い
こ
と
を
祈
っ
て
い

ま
す
。

黒
川
民
次
郎
　
記

早いもので、Ｕターンし
て２年が経ち、恵まれた自
然環境の中で元気に楽しく
過ごしている。平凡な日常
の何と有難いことか。
少々は不便だと思うこと

はあるが、たいていの事はちょっとした工夫と
努力でカバーできる。
美郷町が安心して生活できる為の、インフラ

整備、子育て、教育、医療福祉、介護、雇用、
定住等の対策を行い、各地域の自治会活動が現
状の水準を維持していけるならば、今を生きる
私たちにとっては、そこそこに幸せに暮らして
いけると思う。
この現状維持の為の必要条件は、相応の住民

人口がなければならない。
ところが、この住民人口を維持していくこと

は、なかなか困難な状況となっていることが問
題である。
少子高齢化、転出等による人口の自然減少に

歯止めがかからず、地域が持っていた力も弱ま
りつつある。
美郷町の人口は、５月現在で5,556人である

が、この10年間の推移をみると、毎年約100人
ずつ減少している。
このまま推移していくとするならば、20年・

30年後は、行政の機能や自治会組織等のシステ
ムは、ほとんど成り立たなくなり、存続すら危
ぶまれる恐れがある。
そうなれば、将来の美郷町に暮らす者、地域

を引き継ぎ次の世代を担う若者の生活は、大変
なことになることが想定される。
「ゆでガエル理論」なるものがよく言われる。

熱い湯にカエルを入れると驚いて飛び跳ねる。
ところが常温の水に入れ、徐々に熱していくと
その水温に慣れていく。そして熱湯になった時
には、もはや跳躍する力を失い、飛び上がるこ
とができずに、ゆで上がってしまうということ
である。
このゆで上がったカエルを笑うことはできな

い。美郷町に生きる私達も、慣れた環境に浸り
すぎて変化に気付かず、変化だと察知できた時
点では遅すぎて手が打てなくなってしまうよう
になってはいけない。
人口の減少は、ゆっくりだが少しずつ確実に

進んでいる。１年２年では、その変化に気づか
ないこともあろう。
この現象を今を生きる私達みんなで認識し、

危機感をもって真正面から立ち向かわなければ
ならない。
具体的には、従来の延長線上の少子高齢化対

策、人材育成・教育、雇用創出、定住対策等へ
の取組みを一層推進しながらも、環境変化に敏
感に反応し、これ以上の人口減にはならない、
より高いレベルの抜本的な対策を最優先課題と
して挑戦していく必要がある。
先を見据えたこの大きな課題に挑戦し、まと

め、仕上げていくことは大変なエネルギーを要
するし、すべての町民の結束と行動、意識改革
が必要とされる。
議会、行政のみなさんのリーダーシップと、

町民が一体になった行動によって、安心して末
永く住み続けたい美郷町にしていきたいもので
ある。
今を生きる私達の責任は、大きく重い。がん

ばろう！美郷町。

「先を見据えて、今を生きる」 「先を見据えて、今を生きる」 
都賀西　三　上　修　治 
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